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(57)【要約】
【課題】消費者が自らの携帯端末を操作し、印刷物から
簡単に電子コンテンツにアクセスすることが可能な電子
コンテンツアクセス支援システム等を提供する。
【解決手段】携帯端末３の制御部３１は、専用アプリケ
ーションを起動し（Ｓ１１）、カメラ３６を制御し、撮
像データを入力する（Ｓ１２）。制御部３１は、撮像デ
ータの中に電子透かしが含まれていることを検知すると
、電子透かし用アクセス情報５１を取得し（Ｓ１３）。
ＨＴＴＰ通信によりサーバ４にアクセスする（Ｓ１４）
。サーバ４の制御部４１は、電子透かし用アクセス情報
５１を抽出し（Ｓ１５）、電子透かし用対応関係テーブ
ル５０を検索し（Ｓ１６）、電子コンテンツを携帯端末
３に配信する（Ｓ１７）。携帯端末３の制御部３１は、
サーバ４から電子コンテンツを受信し（Ｓ１８）、電子
コンテンツを表示する（Ｓ１９）。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯端末とサーバとがネットワークを介して接続されており、画像認識情報が印刷され
るとともに近距離無線通信媒体が付与されている印刷物から、電子コンテンツにアクセス
することを支援する電子コンテンツアクセス支援システムであって、
　前記携帯端末は、
　前記画像認識情報を撮像し、前記電子コンテンツにアクセスするための第１アクセス情
報を取得する第１取得手段、及び／又は、前記近距離無線通信媒体との間で近距離無線通
信を行い、前記電子コンテンツにアクセスするための第２アクセス情報を取得する第２取
得手段、
を具備し、
　前記サーバは、
　前記電子コンテンツを記憶する電子コンテンツ記憶手段と、
　前記電子コンテンツの識別子と前記電子コンテンツの記憶場所との対応関係を記憶する
対応関係記憶手段と、
　前記携帯端末の要求に応答して、前記電子コンテンツを配信する配信手段と、
を具備する
ことを特徴とする電子コンテンツアクセス支援システム。
【請求項２】
　前記第１アクセス情報は、前記電子コンテンツの識別子であり、
　前記携帯端末は、
　前記第１アクセス情報をパラメータとし、予め記憶されている前記サーバのＵＲＬを用
いて、ＨＴＴＰ通信により、前記サーバにアクセスする第１アクセス手段、
を具備する
ことを特徴とする請求項１に記載の電子コンテンツアクセス支援システム。
【請求項３】
　前記第２アクセス情報は、前記サーバのＵＲＬ及び前記電子コンテンツの識別子を含み
、
　前記携帯端末は、
　前記第２アクセス情報を用いて、ＨＴＴＰ通信により、前記サーバにアクセスする第２
アクセス手段、
を具備する
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の電子コンテンツアクセス支援システム。
【請求項４】
　携帯端末とサーバとがネットワークを介して接続されており、画像認識情報が印刷され
るとともに近距離無線通信媒体が付与されている印刷物から、電子コンテンツにアクセス
することを支援する電子コンテンツアクセス支援システムにおける電子コンテンツアクセ
ス支援方法であって、
　前記携帯端末が、前記画像認識情報を撮像し、前記電子コンテンツにアクセスするため
の第１アクセス情報を取得する、又は、前記近距離無線通信媒体との間で近距離無線通信
を行い、前記電子コンテンツにアクセスするための第２アクセス情報を取得するステップ
と、
　前記サーバが、前記携帯端末の要求に応答して、記憶されている前記電子コンテンツの
識別子と前記電子コンテンツの記憶場所との対応関係を参照し、記憶されている前記電子
コンテンツを配信するステップと、
を実行する
ことを特徴とする電子コンテンツアクセス支援方法。
【請求項５】
　携帯端末とネットワークを介して接続されており、画像認識情報が印刷されるとともに
近距離無線通信媒体が付与されている印刷物から、電子コンテンツにアクセスすることを
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支援するサーバであって、
　前記電子コンテンツを記憶する電子コンテンツ記憶手段と、
　前記電子コンテンツの識別子と前記電子コンテンツの記憶場所との対応関係を記憶する
対応関係記憶手段と、
　前記携帯端末の要求に応答して、前記電子コンテンツを配信する配信手段と、
を具備する
ことを特徴とするサーバ。
【請求項６】
　サーバとネットワークを介して接続されており、画像認識情報が印刷されるとともに近
距離無線通信媒体が付与されている印刷物から、電子コンテンツにアクセスする携帯端末
であって、
　前記画像認識情報を撮像し、前記電子コンテンツにアクセスするための第１アクセス情
報を取得する第１取得手段、及び／又は、前記近距離無線通信媒体との間で近距離無線通
信を行い、前記電子コンテンツにアクセスするための第２アクセス情報を取得する第２取
得手段、
を具備する
ことを特徴とする携帯端末。
【請求項７】
　コンピュータを、携帯端末とネットワークを介して接続されており、画像認識情報が印
刷されるとともに近距離無線通信媒体が付与されている印刷物から、電子コンテンツにア
クセスすることを支援するサーバとして機能させるためのプログラムであって、
　前記電子コンテンツを記憶する電子コンテンツ記憶手段と、
　前記電子コンテンツの識別子と前記電子コンテンツの記憶場所との対応関係を記憶する
対応関係記憶手段と、
　前記携帯端末の要求に応答して、前記電子コンテンツを配信する配信手段、
として機能させるためのプログラム。
【請求項８】
　コンピュータを、サーバとネットワークを介して接続されており、画像認識情報が印刷
されるとともに近距離無線通信媒体が付与されている印刷物から、電子コンテンツにアク
セスする携帯端末として機能させるためのプログラムであって、
　前記画像認識情報を撮像し、前記電子コンテンツにアクセスするための第１アクセス情
報を取得する第１取得手段、及び／又は、前記近距離無線通信媒体との間で近距離無線通
信を行い、前記電子コンテンツにアクセスするための第２アクセス情報を取得する第２取
得手段、
として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消費者が印刷物から電子コンテンツにアクセスすることを支援する電子コン
テンツアクセス支援システム等に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、商品の広告等の電子コンテンツにアクセスするための仕組みとして、例えば
、ポスターなどの印刷物に、ＲＦＩＤ（radio frequency identification）タグ、二次元
コード等を付与し、これらを利用する仕組みがある。
【０００３】
　特許文献１には、各々にＩＣタグが付与された複数のポスターが設置されるポスター部
と、ポスター部に隣接する位置に設置されるレールと、レールにスライド移動可能に設置
され、ＩＣタグ読取装置を備えるコンテンツ再生デバイスと、ＩＣタグ読取装置が特定の
ＩＣタグを読み取ると、コンテンツ再生デバイスが特定のＩＣタグに対応するコンテンツ
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を再生するように制御する制御部と、を備える情報表示装置が開示されている。特許文献
１に記載の情報表示装置によれば、ポスター広告に興味を持った消費者が、自らは専用の
機器を携帯することなく、直観的な操作で、関連する情報を得ることが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４６７２５４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の情報表示装置では、同時に１人の消費者しか情報に
アクセスすることができず、不便である。また、ディスプレイ、スピーカ、ＩＣタグ読取
装置等を備えたコンテンツ再生デバイスを情報表示装置に設置する必要があり、コストが
かかる。
【０００６】
　一方、現在では、多くの消費者がスマートフォンやタブレット端末（以下、「携帯端末
」という。）などを携帯しており、これらの携帯端末の特性を生かして、印刷物から電子
コンテンツにアクセスすることを支援する仕組みが望まれている。
【０００７】
　本発明は、前述した問題点に鑑みてなされたものであり、その目的とすることは、消費
者が自らの携帯端末を操作し、印刷物から簡単に電子コンテンツにアクセスすることが可
能な電子コンテンツアクセス支援システム等を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述した目的を達成するための第１の発明は、携帯端末とサーバとがネットワークを介
して接続されており、画像認識情報が印刷されるとともに近距離無線通信媒体が付与され
ている印刷物から、電子コンテンツにアクセスすることを支援する電子コンテンツアクセ
ス支援システムであって、前記携帯端末は、前記画像認識情報を撮像し、前記電子コンテ
ンツにアクセスするための第１アクセス情報を取得する第１取得手段、及び／又は、前記
近距離無線通信媒体との間で近距離無線通信を行い、前記電子コンテンツにアクセスする
ための第２アクセス情報を取得する第２取得手段、を具備し、前記サーバは、前記電子コ
ンテンツを記憶する電子コンテンツ記憶手段と、前記電子コンテンツの識別子と前記電子
コンテンツの記憶場所との対応関係を記憶する対応関係記憶手段と、前記携帯端末の要求
に応答して、前記電子コンテンツを配信する配信手段と、を具備することを特徴とする電
子コンテンツアクセス支援システムである。第１の発明によって、消費者が自らの携帯端
末を操作し、印刷物から簡単に電子コンテンツにアクセスすることが可能となる。
【０００９】
　ここで、画像認識情報とは、例えば、電子透かし、パターン認識処理のためのパターン
画像が登録されている印刷物の絵柄等である。近距離無線通信媒体とは、例えば、ＮＦＣ
（Near Field Communication）タグ等である。
【００１０】
　前記第１アクセス情報は、前記電子コンテンツの識別子であり、前記携帯端末は、前記
第１アクセス情報をパラメータとし、予め記憶されている前記サーバのＵＲＬを用いて、
ＨＴＴＰ通信により、前記サーバにアクセスする第１アクセス手段、を具備するようにし
ても良い。これによって、埋め込み可能なデータ容量が少ない電子透かしであっても、本
発明の実現に必要な情報を埋め込むことができる。
【００１１】
　また、前記第２アクセス情報は、前記サーバのＵＲＬ及び前記電子コンテンツの識別子
を含み、前記携帯端末は、前記第２アクセス情報を用いて、ＨＴＴＰ通信により、前記サ
ーバにアクセスする第２アクセス手段、を具備するようにしても良い。これによって、Ｎ
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ＦＣタグを用いる場合であっても、ＯＳに対して携帯端末の記憶部の情報を参照させるこ
となく、本発明を実現することができる。
【００１２】
　第２の発明は、携帯端末とサーバとがネットワークを介して接続されており、画像認識
情報が印刷されるとともに近距離無線通信媒体が付与されている印刷物から、電子コンテ
ンツにアクセスすることを支援する電子コンテンツアクセス支援システムにおける電子コ
ンテンツアクセス支援方法であって、前記携帯端末が、前記画像認識情報を撮像し、前記
電子コンテンツにアクセスするための第１アクセス情報を取得する、又は、前記近距離無
線通信媒体との間で近距離無線通信を行い、前記電子コンテンツにアクセスするための第
２アクセス情報を取得するステップと、前記サーバが、前記携帯端末の要求に応答して、
記憶されている前記電子コンテンツの識別子と前記電子コンテンツの記憶場所との対応関
係を参照し、記憶されている前記電子コンテンツを配信するステップと、を実行すること
を特徴とする電子コンテンツアクセス支援方法である。第２の発明によって、消費者が自
らの携帯端末を操作し、印刷物から簡単に電子コンテンツにアクセスすることが可能とな
る。
【００１３】
　第３の発明は、携帯端末とネットワークを介して接続されており、画像認識情報が印刷
されるとともに近距離無線通信媒体が付与されている印刷物から、電子コンテンツにアク
セスすることを支援するサーバであって、前記電子コンテンツを記憶する電子コンテンツ
記憶手段と、前記電子コンテンツの識別子と前記電子コンテンツの記憶場所との対応関係
を記憶する対応関係記憶手段と、前記携帯端末の要求に応答して、前記電子コンテンツを
配信する配信手段と、を具備することを特徴とするサーバである。第３の発明によって、
第１の発明の電子コンテンツアクセス支援システムを構築し、第２の発明の電子コンテン
ツアクセス支援方法を実行することができる。
【００１４】
　第４の発明は、サーバとネットワークを介して接続されており、画像認識情報が印刷さ
れるとともに近距離無線通信媒体が付与されている印刷物から、電子コンテンツにアクセ
スする携帯端末であって、前記画像認識情報を撮像し、前記電子コンテンツにアクセスす
るための第１アクセス情報を取得する第１取得手段、及び／又は、前記近距離無線通信媒
体との間で近距離無線通信を行い、前記電子コンテンツにアクセスするための第２アクセ
ス情報を取得する第２取得手段、を具備することを特徴とする携帯端末である。第４の発
明によって、第１の発明の電子コンテンツアクセス支援システムを構築し、第２の発明の
電子コンテンツアクセス支援方法を実行することができる。
【００１５】
　第５の発明は、コンピュータを、携帯端末とネットワークを介して接続されており、画
像認識情報が印刷されるとともに近距離無線通信媒体が付与されている印刷物から、電子
コンテンツにアクセスすることを支援するサーバとして機能させるためのプログラムであ
って、前記電子コンテンツを記憶する電子コンテンツ記憶手段と、前記電子コンテンツの
識別子と前記電子コンテンツの記憶場所との対応関係を記憶する対応関係記憶手段と、前
記携帯端末の要求に応答して、前記電子コンテンツを配信する配信手段、として機能させ
るためのプログラムである。第５の発明を汎用のコンピュータにインストールすることに
よって、第３の発明のサーバを得ることができる。
【００１６】
　第６の発明は、コンピュータを、サーバとネットワークを介して接続されており、画像
認識情報が印刷されるとともに近距離無線通信媒体が付与されている印刷物から、電子コ
ンテンツにアクセスする携帯端末として機能させるためのプログラムであって、前記画像
認識情報を撮像し、前記電子コンテンツにアクセスするための第１アクセス情報を取得す
る第１取得手段、及び／又は、前記近距離無線通信媒体との間で近距離無線通信を行い、
前記電子コンテンツにアクセスするための第２アクセス情報を取得する第２取得手段、と
して機能させるためのプログラムである。第６の発明を携帯用コンピュータにインストー
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ルすることによって、第４の発明の携帯端末を得ることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明により、消費者が自らの携帯端末を操作し、印刷物から簡単に電子コンテンツに
アクセスすることが可能な電子コンテンツアクセス支援システム等を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】電子コンテンツアクセス支援システム１の概要を示す図
【図２】印刷物２の一例を示す図
【図３】携帯端末３のハードウエア構成図
【図４】サーバ４のハードウエア構成図
【図５】電子透かし用対応関係テーブル５０及びＮＦＣタグ用対応関係テーブル６０の一
例を示す図
【図６】一元化対応関係テーブル７０の一例を示す図
【図７】電子透かしを用いた処理の流れを示すフローチャート
【図８】ＮＦＣタグを用いた処理の流れを示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下では、印刷物の一例として、壁などに貼付可能なポスターを例に挙げて説明する。
但し、本発明は、ポスターに限らず、パンフレット、カレンダー、雑誌、カタログ、冊子
、チラシ、ＰＯＰ（Point of purchase advertising）、トレーディングカード等の様々
な印刷物に適用可能である。
【００２０】
　また、以下では、近距離無線通信媒体の一例として、ＮＦＣ（Near Field
Communication）タグを例に挙げて説明する。近年、スマートフォン等にＮＦＣチップが
搭載されるようになっており、ＮＦＣタグの利用が広がると予想される。但し、本発明は
、ＮＦＣタグに限らず、ＦｅｌｉＣａ（登録商標）やＭＩＦＡＲＥ（登録商標）等の規格
に沿ったタグやカード等にも適用可能であり、更に、今後策定される新しい規格に沿った
媒体にも適用可能である。
【００２１】
　また、以下では、画像認識情報として、電子透かしを例に挙げて説明する。但し、本発
明は、電子透かしに限らず、印刷物の絵柄を画像認識情報として用いることも可能である
。電子透かしを画像認識情報として用いる場合、アクセス対象の電子コンテンツを識別す
るための情報を、そのまま又は暗号化して埋め込む。一方、印刷物の絵柄を画像認識情報
として用いる場合、予め印刷物の絵柄の画像をサーバ等にパターン画像として記憶してお
き、撮像される画像とパターン画像との間でパターン認識処理を行い、アクセス対象の電
子コンテンツを識別する。
【００２２】
　尚、印刷物の絵柄を画像認識情報として用いる場合、既に印刷済の印刷物であっても、
印刷済の印刷物を撮像し、撮像された画像をパターン画像としてサーバ等に登録すること
によって、本発明を適用することができる。
【００２３】
　以下図面に基づいて、本発明の実施形態を詳細に説明する。図１は、電子コンテンツア
クセス支援システム１の概要を示す図である。図１に示すように、電子コンテンツアクセ
ス支援システム１は、印刷物２、携帯端末３及びサーバ４から構成される。携帯端末３及
びサーバ４は、ネットワーク５を介して接続される。携帯端末３は、消費者が所有してい
る。
【００２４】
　電子コンテンツアクセス支援システム１は、画像認識情報が印刷されるとともに近距離
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無線通信媒体が付与されている印刷物２から、電子コンテンツにアクセスすることを支援
するシステムである。
【００２５】
　図２は、印刷物２の一例を示す図である。図２（ａ）に示すように、印刷物２の表面２
ａには、広告の絵柄とともに、画像認識情報２１が印刷されている。図２（ａ）では、画
像認識情報２１が印刷されている範囲を斜線で示している。画像認識情報２１は、例えば
、不可視の電子透かしである。例えば、二次元バーコードの場合、印刷物２本来の意匠と
は無関係の模様を印刷しなければならず、美観を損ねることがある。一方、不可視の電子
透かしであれば、印刷物２本来の美観を損ねることはない。
【００２６】
　図２（ｂ）に示すように、印刷物２の裏面２ｂには、近距離無線通信媒体２２が貼付さ
れている。近距離無線通信媒体２２は、例えば、ＮＦＣタグである。近距離無線通信媒体
２２は、裏面２ｂに貼付すれば良いので、印刷物２本来の美観を損ねることはない。
　また、印刷物２の表面にある画像認識情報２１の位置と裏面２ｂの近距離無線媒体２２
の位置が重なるようにすると、消費者が携帯端末３で画像認識情報２１を撮像する場合も
、携帯端末３を印刷物２にかざして近距離無線媒体２２と通信を行う場合も、携帯端末３
を印刷物２に近づける位置が近くになるので、消費者に認識し易くコンテンツアクセス用
のデータを取得するのに好適である。
【００２７】
　図３は、携帯端末３のハードウエア構成図である。なお、図３のハードウエア構成は一
例であり、用途、目的に応じて様々な構成をとることが可能である。
【００２８】
　携帯端末３を実現するコンピュータは、制御部３１、記憶部３２、入力部３３、表示部
３４、通信制御部３５、カメラ３６、ＮＦＣチップ３７などが、バス３８を介して接続さ
れる。
【００２９】
　制御部３１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等で構成される。ＣＰＵは、ＲＯ
Ｍ（後述）等に格納されるプログラムをＲＡＭ（後述）上のワークメモリ領域に呼び出し
て実行し、バス３８を介して接続された各装置を駆動制御し、携帯端末３が行う後述する
処理を実現する。
【００３０】
　記憶部３２は、フラッシュメモリ（Flash Memory）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、Ｒ
ＡＭ（Random Access Memory）等で構成される。フラッシュメモリは、書き換え可能な、
電源の供給を断ってもデータが消えない不揮発性メモリであり、ＲＯＭは、不揮発性メモ
リである。フラッシュメモリやＲＯＭには、コンピュータのブートプログラムやＢＩＯＳ
等のプログラム、ＯＳ（Operating System）、アプリケーション、データ等を保持してい
る。ＲＡＭは、揮発性メモリであり、ＲＯＭ等からロードしたプログラム、データ等を一
時的に保持するとともに、制御部３１が各種処理を行う為に使用するワークエリアを備え
る。
【００３１】
　携帯端末３がスマートフォンの場合、ＯＳは、iOS（商標）、Andoroid(登録商標)、Win
dows(登録商標) Mobile等が挙げられる。後述するＮＦＣタグを用いた処理（図８参照）
では、ＯＳの機能によって、ＮＦＣタグの検知処理及び読取処理が実現される。
【００３２】
　入力部３３は、データの入力を行い、例えば、テンキー、小型キーボード等の入力装置
を有する。入力部３３を介して、携帯端末３に対して、操作指示、動作指示、データ入力
等を行うことができる。表示部３４は、液晶パネルや有機ＥＬ等のディスプレイ装置、デ
ィスプレイ装置と連携してコンピュータのビデオ機能を実現するための論理回路等（ビデ
オアダプタ等）を有する。なお、入力部３３及び表示部３４は、タッチパネルディスプレ
イのように、一体となっていても良い。
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【００３３】
　通信制御部３５は、通信制御装置、通信ポート等を有し、３Ｇ規格や、Ｗｉｆｉ規格に
沿って、携帯端末３とネットワーク５間の通信を媒介する通信インタフェースであり、ネ
ットワーク５を介して、サーバ４や、他のコンピュータ又は携帯端末との通信制御を行う
。ネットワーク回線は、３Ｇ規格や、Ｗｉｆｉ規格を用いた無線回線であるが、途中有線
回線を含むこともある。
【００３４】
　カメラ３６は、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide
Semiconductor Image Sensor）等を有し、印刷物２を撮像する。ＮＦＣチップ３７は、印
刷物２に貼付されたＮＦＣタグと、ＮＦＣ方式の近距離無線通信を行う。バス３８は、各
ユニット間の制御信号、データ信号等の授受を媒介する経路である。
【００３５】
　図４は、サーバ４のハードウエア構成図である。なお、図４のハードウエア構成は一例
であり、用途、目的に応じて様々な構成をとることが可能である。
【００３６】
　サーバ４を実現するコンピュータは、制御部４１、記憶部４２、入力部４３、表示部４
４、通信制御部４５等が、バス４６を介して接続される。
【００３７】
　制御部４１は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等で構成される。ＣＰＵは、記憶部４２、ＲＯ
Ｍ、記録媒体等に格納されるプログラムをＲＡＭ上のワークメモリ領域に呼び出して実行
し、バス４６を介して接続された各装置を駆動制御し、サーバ４が行う後述する処理を実
現する。ＲＯＭは、不揮発性メモリであり、コンピュータのブートプログラムやＢＩＯＳ
等のプログラム、データ等を恒久的に保持している。ＲＡＭは、揮発性メモリであり、記
憶部４２、ＲＯＭ、記録媒体等からロードしたプログラム、データ等を一時的に保持する
とともに、制御部４１が各種処理を行う為に使用するワークエリアを備える。
【００３８】
　記憶部４２は、例えば、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）であり、制御部４１が実行するプ
ログラム、プログラム実行に必要なデータ、ＯＳ（Operating System）等が格納される。
プログラムに関しては、ＯＳに相当する制御プログラムや、後述する処理をコンピュータ
に実行させるためのアプリケーションプログラムが格納されている。これらの各プログラ
ムコードは、制御部４１により必要に応じて読み出されてＲＡＭに移され、各種の手段と
して実行される。
【００３９】
　入力部４３は、データの入力を行い、例えば、キーボード、マウス等のポインティング
デバイス、テンキー等の入力装置を有する。入力部４３を介して、コンピュータに対して
、操作指示、動作指示、データ入力等を行うことができる。表示部４４は、液晶パネル等
のディスプレイ装置、ディスプレイ装置と連携してコンピュータのビデオ機能を実現する
ための論理回路等（ビデオアダプタ等）を有する。なお、入力部４３及び表示部４４は、
タッチパネルディスプレイのように、一体となっていても良い。
【００４０】
　通信制御部４５は、通信制御装置、通信ポート等を有し、コンピュータとネットワーク
間の通信を媒介する通信インタフェースであり、ネットワーク５を介して、携帯端末３、
及び、他のコンピュータ間との通信制御を行う。ネットワーク５は、有線、無線を問わな
い。バス４６は、各装置間の制御信号、データ信号等の授受を媒介する経路である。
【００４１】
　図５は、電子透かし用対応関係テーブル５０及びＮＦＣタグ用対応関係テーブル６０の
一例を示す図である。図５に示す電子透かし用対応関係テーブル５０及びＮＦＣタグ用対
応関係テーブル６０のデータは、サーバ４の記憶部４２に記憶される。尚、サーバ４の記
憶部４２には、各種の電子コンテンツも記憶される。
【００４２】
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　図５（ａ）に示すように、電子透かし用対応関係テーブル５０は、電子透かし用アクセ
ス情報５１、電子コンテンツＵＲＬ５２等のデータ項目を有する。電子透かし用アクセス
情報５１は、電子透かしを用いて電子コンテンツにアクセスするための情報である。電子
コンテンツＵＲＬ５２は、電子コンテンツの保管場所を示すＵＲＬである。
【００４３】
　図５（ａ）に示す例では、電子透かし用アクセス情報５１は、電子コンテンツを一意に
識別する識別子（アルファベット１文字と数字４桁の文字列）である。電子透かしは、埋
め込むことができるデータ量が少ない為、ＵＲＬのような長い文字列ではなく、図５（ａ
）に示すような短い文字列が望ましい。
【００４４】
　電子透かし用アクセス情報５１がＵＲＬではない場合、携帯端末３は、予め、アクセス
先のサーバ４を特定するＵＲＬ（例えば、http://xyz.jp）を記憶部３２に記憶しておく
。そして、携帯端末３は、記憶しているＵＲＬに、電子透かし用アクセス情報５１をパラ
メータとして付加することによって、サーバ４にアクセスする。
【００４５】
　図５（ｂ）に示すように、ＮＦＣタグ用対応関係テーブル６０は、ＮＦＣタグ用アクセ
ス情報６１、電子コンテンツＵＲＬ６２等のデータ項目を有する。ＮＦＣタグ用アクセス
情報６１は、ＮＦＣタグを用いて電子コンテンツにアクセスするための情報である。電子
コンテンツＵＲＬ６２は、電子コンテンツＵＲＬ５２と同様である。
【００４６】
　図５（ｂ）に示す例では、ＮＦＣタグ用アクセス情報６１は、アクセス先のサーバ４を
特定するＵＲＬ「http://xyz.jp」に、電子コンテンツを一意に識別する識別子（数字３
桁の文字列）がパラメータとして付加されている。前述の通り、後述するＮＦＣタグを用
いた処理（図８参照）では、ＯＳの機能によって、ＮＦＣタグの検知処理及び読取処理が
実現される。ＯＳに対しては、携帯端末３の記憶部３２に記憶しておくアクセス先のサー
バ４を特定するＵＲＬを参照させることができないため（ＯＳの機能は、アプリケーショ
ンベンダーが変更できないため）、ＮＦＣタグにＵＲＬを記憶しておき、ＯＳに直接読み
取らせることが望ましい。尚、ＮＦＣタグの記憶可能容量は、電子透かしの埋込可能容量
よりも多く、ＮＦＣタグは、ＵＲＬ程度の文字列であれば十分に記憶可能である。
【００４７】
　図５に示す例では、電子透かし用アクセス情報５１とＮＦＣタグ用アクセス情報６１を
別々のテーブルで、電子コンテンツＵＲＬ５２と対応付けている。これによって、電子透
かしに対応付ける電子コンテンツと、ＮＦＣタグに対応付ける電子コンテンツを分けるこ
とができる。従って、同じ印刷物２であっても、電子透かしとＮＦＣタグとで別々の電子
コンテンツを表示させることができる。
【００４８】
　図６は、一元化対応関係テーブル７０の一例を示す図である。図６に示す例は、図５に
示す例の変形例である。図６に示す一元化対応関係テーブル７０のデータは、サーバ４の
記憶部４２に記憶される。
【００４９】
　図６に示すように、一元化対応関係テーブル７０は、電子透かし用アクセス情報７１、
ＮＦＣタグ用アクセス情報７２、電子コンテンツＵＲＬ７３等のデータ項目を有する。電
子透かし用アクセス情報７１は、電子透かし用アクセス情報５１と同様である。ＮＦＣタ
グ用アクセス情報７２は、ＮＦＣタグ用アクセス情報６１と同様である。電子コンテンツ
ＵＲＬ７３は、電子コンテンツＵＲＬ５２、６２と同様である。
【００５０】
　図６に示す例では、電子透かし用アクセス情報７１とＮＦＣタグ用アクセス情報７２を
同一のテーブルで、電子コンテンツＵＲＬ７３と対応付けている。これによって、電子透
かしに対応付ける電子コンテンツと、ＮＦＣタグに対応付ける電子コンテンツを統一する
ことができる。従って、同じ印刷物２に対して、電子透かしとＮＦＣタグとで同一の電子
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コンテンツを表示させることができる。
【００５１】
　以下では、サーバ４が、図５に示す電子透かし用対応関係テーブル５０とＮＦＣタグ用
対応関係テーブル６０のデータを記憶しているものとして説明する。また、印刷物２の画
像認識情報２１として、図５（ａ）に示す電子透かし用アクセス情報５１が埋め込まれ、
印刷物２に貼付される近距離無線通信媒体２２には、ＮＦＣタグ用アクセス情報６１が記
憶されているものとして説明する。
【００５２】
　図７は、電子透かしを用いた処理の流れを示すフローチャートである。図７では、まず
、消費者が携帯端末３を操作し、本発明の実施における専用アプリケーションの起動を指
示する。
【００５３】
　携帯端末３の制御部３１は、消費者から専用アプリケーションの起動の指示を受け付け
ると、専用アプリケーションを起動する（Ｓ１１）。専用アプリケーションの起動により
、制御部３１は、カメラ３６を制御し、撮像データを入力する（Ｓ１２）。制御部３１は
、撮像データの中に電子透かしが含まれていることを検知すると、暗号化されている場合
には復号し、電子透かし用アクセス情報５１を取得する（Ｓ１３）。そして、制御部３１
は、予め記憶部３２に記憶しているアクセス先のサーバ４を特定するＵＲＬ（例えば、ht
tp://xyz.jp）に、電子透かし用アクセス情報５１をパラメータとして付加し、ＨＴＴＰ
通信によりサーバ４にアクセスする（Ｓ１４）。
【００５４】
　次に、サーバ４の制御部４１は、電子透かし用アクセス情報５１を抽出し（Ｓ１５）、
電子透かし用対応関係テーブル５０を検索し（Ｓ１６）、電子コンテンツＵＲＬ５２を特
定する。そして、制御部４１は、電子コンテンツを携帯端末３に配信する（Ｓ１７）。
【００５５】
　次に、携帯端末３の制御部３１は、サーバ４から電子コンテンツを受信し（Ｓ１８）、
電子コンテンツを表示する（Ｓ１９）。
【００５６】
　このように、消費者は自らの携帯端末３を操作し、印刷物２から簡単に電子コンテンツ
にアクセスすることが可能となる。
【００５７】
　図８は、ＮＦＣタグを用いた処理の流れを示すフローチャートである。図８では、まず
、消費者が携帯端末３を印刷物２にかざす。
【００５８】
　携帯端末３の制御部３１は、ＮＦＣチップ３７がＮＦＣタグを検知すると（Ｓ２１）、
ＮＦＣチップ３７にＮＦＣタグのデータを読み取るように指示し、ＮＦＣタグ用アクセス
情報６１を取得する（Ｓ２２）。そして、制御部３１は、ＮＦＣタグ用アクセス情報６１
が示すアクセス先のサーバ４を特定するＵＲＬを用いて、ＨＴＴＰ通信によりサーバ４に
アクセスする（Ｓ２３）。ここで、制御部３１は、ＨＴＴＰ通信を行う際、パラメータと
して、電子コンテンツを一意に識別する識別子を付与する。
【００５９】
　次に、サーバ４の制御部４１は、ＮＦＣタグ用アクセス情報６１を抽出し（Ｓ２４）、
ＮＦＣタグ用対応関係テーブル６０を検索し（Ｓ２５）、電子コンテンツＵＲＬ６２を特
定する。そして、制御部４１は、電子コンテンツを携帯端末３に配信する（Ｓ２６）。
【００６０】
　次に、携帯端末３の制御部３１は、サーバ４から電子コンテンツを受信し（Ｓ２７）、
電子コンテンツを表示する（Ｓ２８）。
【００６１】
　このように、消費者は自らの携帯端末３を操作し、印刷物２から簡単に電子コンテンツ
にアクセスすることが可能となる。
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【００６２】
　以上、本発明の実施の形態における電子コンテンツアクセス支援システムによれば、消
費者が自らの携帯端末を操作し、印刷物から簡単に電子コンテンツにアクセスすることが
可能となる。特に、画像認識情報（例えば、電子透かし）によるアクセス方法と、近距離
無線通信媒体（例えば、ＮＦＣタグ）によるアクセス方法の２つを提供するので、消費者
が、自らの携帯端末に合ったアクセス方法を選択することができる。例えば、自らの携帯
端末がＮＦＣチップを搭載している場合、ＮＦＣタグによるアクセス方法を選択すれば良
い。一方、自らの携帯端末がＮＦＣチップを搭載していない場合、電子透かしによるアク
セス方法を選択すれば良い。
【００６３】
　また、二次元バーコードと比較すると、画像認識情報（例えば、電子透かし）及び近距
離無線通信媒体（例えば、ＮＦＣタグ）は、操作性（二元バーコードであればピント合わ
せが難しい。）、環境性（二次元バーコードでは、周囲の明るさに依存して精度が落ちる
。）、耐汚性等において優れる。また、画像認識情報（例えば、電子透かし）及び近距離
無線通信媒体（例えば、ＮＦＣタグ）は、電子コンテンツの保管場所を示すＵＲＬを、個
別に設定できるとともに、変更も可能となる。また、画像認識情報（例えば、電子透かし
）及び近距離無線通信媒体（例えば、ＮＦＣタグ）は、印刷物本来の美観を損ねることが
ない。更に、ＮＦＣタグであれば、海外でも同様のサービスを展開することができる。
【００６４】
　以上、添付図面を参照しながら、本発明に係る電子コンテンツアクセス支援システム等
の好適な実施形態について説明したが、本発明はかかる例に限定されない。当業者であれ
ば、本願で開示した技術的思想の範疇内において、各種の変更例又は修正例に想到し得る
ことは明らかであり、それらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解さ
れる。
【符号の説明】
【００６５】
　１………電子コンテンツアクセス支援システム
　２………印刷物
　３………携帯端末
　４………サーバ
　５………ネットワーク
　２１………画像認識情報
　２２………近距離無線通信媒体
　５０………電子透かし用対応関係テーブル
　６０………ＮＦＣタグ用対応関係テーブル
　７０………一元化対応関係テーブル
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